
木くずチップ等をグランドカバー材として活用 

 公共工事に伴って発生する根株等の木くずについては、これまで産業廃棄物とし
て処理されており、公共事業予算の削減が進むなか、運搬費や処分費等が大きな負
担となっている。そこで、この木くずをチップ状あるいはファイバー状に破砕し、
グランドカバー材として現場内利用することによって、コスト縮減と環境負荷の低
減に資する研究を行った。  

 チップ等は、これまで防草対策を目的としたマルチング材として利用された実績
はあるが、本研究ではこれに法面の保護、腐葉土の形成を併せた３つの目的を設定
するとともに、これらが時間の経過に伴って遷移していくことの有効性を明らかに
したものであり、今後の公共事業での普及促進を期待したい。 

－ 根株等の現場内における有効利用の研究 （Ｈ２２～２３）－ 
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２ チップ等の効果の検証 

チップ等の腐葉土化 

チップ等ﾟ敷設 

被覆植物が成長するまで雑草を抑制 

３ チップの使用例 

１ 植樹帯 

チップの敷設高さを境界ブ
ロック天端より低くし、チッ
プ等の飛散を防ぐとともに、
枯葉や砂塵を溜めるポケット
を設ける。 

車道 

歩道 

３ 盛土法面 
チップの敷設高さを編柵工天
端より低くし、チップ等の飛
散を防ぐとともに、枯葉や砂
塵を溜めるポケットを設ける。 

チップの敷設により緩勾配の
育成基盤が得られるとともに、
法面の侵食や小崩壊を防止す
る。 

２ 切土法面 

（抜粋：道路土工  
のり面工・斜面安定工
指針P304） 

１ チップ等の利用目的とその効用期間 
  イメージ図 

これまでの単一目的を多目的化 

時間経過とともに目的が変化 

短期 長期中期目的

腐葉土の形成
腐葉土化による植物へ
の養分供給
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雑草の抑制
周辺から侵入した雑草の
種子の発芽、生育を阻止

雑草の抑制
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法面の保護
雨水による法面の崩壊、
土砂の流出を防止

法面の保護
雨水による法面の崩壊、
土砂の流出を防止

濁らない 


	スライド番号 1

